変異研究部門(Ⅰ研究所の概要) by 野澤, 謙 et al.
Title変異研究部門(Ⅰ研究所の概要)
Author(s)野澤, 謙; 庄武, 孝義; 和田, 一雄; 川本, 芳

























































































































































1)野揮 謙 (1990):ネコの毛色多型 (1).過
伝,44(10):83-86.
2)野揮 謙 (1990):ネコの毛色多型 (2).追
伝,44(ll):46-50.
3)野揮 謙 (1990):ネコの毛色多型 (3).過
伝,44(12):42-47.

























































杉山幸丸 ･森 明雄 ･山極寿一
研究概要
1)西および中央アフリカに生息する大型煩人
狼の行動生態学
杉山幸九 ･山極寿一･大野央人1)
ギニア国ポッソウに生息する野生チンパンジー
の個体群を個休識別の下に長期追跡調査してきたo
本年度は道具使用行動について実験的操作も含め
た調透を行なう一方,チンパンジー分布域全体に
広がる文化圏形成の理論化,性周期の同調機構の
切論化など,一歩進んだ課題にも取り組んだ｡
一方,ザイール国東郡,熱帯性山地林や低地多
雨林のゴリラとチンパンジーの共存域で,共存の
メカニズムを採企生態.行動特性,社会構造から
分析した｡これらのだ料を非共存域における他の
研究と比較し,頬人泊と人Niをつなぐプロト･ホ
ミニドの分化過程を考察している.
2)ェチオビアに生息するヒヒ斑の研究
森 明雄
マントヒヒとアヌビスヒヒのruJの維和ヒヒの行
動分析を目標とし,南部エチオピアでヒヒ煩の分
布を調査した｡ゲラダと同所的に生息するマント
を発見し.丙種の生態学的比較を行なった｡
3)西アフリカの熟T持多雨林および乾燥サバン
ナに生息する狭界狼の比較生態学
杉山幸九･森 明雄 ･三谷雅純l)･
中川尚史')･玉山泰之1)
カメルーン国北部の乾燥地TfT(カラマルエ)と
南部の熱帯多雨林で,同所的に生息する校数種の
霊長類の採企行動.祉全行動,性行動,個体群動
態等を比較研究し,それをもとに,各種の行動様
式と社会桐遇の環境への適応を考察している｡ま
たコンゴ国北克郎で植生と霊長類の和構成に関す
る広域調査を行ない,特にンドキの森では大型類
人猿を含む各種霊長項を央中的に調査している｡
4)ニホンザルの採食 ･繁殖生態と個体群動態
の研究
杉山幸九 ･森明雄･山極寿一 ･中川尚史3)･
アリ-ガスパールニスマ1)･近藤あや子1)
ニホンザルの個体の社会的地位と採食戦略の関
係の解明を目指して研究している｡宮城県金華山
良,大分県高崎山では採企行動の分析だけでなく,
栄養分析によって摂取エネルギーと消凸エネルギー
のバランスにまで考察を進めた｡宮崎県寺島群,
成児島県尻久品の群れ.志門市原地獄谷群でも同
様の研究を行なっている｡
一方.祉全部門,生化学部門と共同で所内放飼
袋団において性行動と父性判定に基づく両性の繁
括戦略を研究した｡これらの戦略と関連して順位,
1)大学院生 2)非常勤講師
3)学振特別研究員
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